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４．今回の研究会において、改善すべき点があればご記入ください。 

 主な意見を以下に示す。 

 ポスターを見る時間が確保できない 

 ポスター会場が狭い 

 もう少しレベルの高い口頭発表を集めて欲しい 

 

 

５．来年の学術年会又は交流会で取りあげてほしいテーマがあればご記入ください。 

 主な意見を以下に示す。 

 心機能、心収縮・拡張 

 一般毒性への組み込みに関する他社状況 

 iPS関連 

 中枢評価方法 

 中枢での陽性対照薬のデモ 

 In Silico予測 

 各種フォローアップ試験の使われ方 

 

 

６．その他、ご意見があればご記入ください。 

 主な意見を以下に示す。 

 ディスカッション（聴衆参加型）主体のセッションがあれば良い 

 別の場所、時期を希望 

 レギュラトリーからの発表もあれば良い 

 参加人数の割りに一般演題数が少ない 

 

 

７．研究会ホームページ関するご意見があればご記入ください。 

 主な意見を以下に示す。 

 意見交換ができる場が欲しい 

 本学術年会の発表資料を公開して欲しい 

 最新の安全性薬理研究内容の共有（文献紹介など） 
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